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医薬品の適正使用に欠かせない情報です｡必ずお読み下さい｡

使用上の注意改訂のお知ら


ジプロフイリン せ 平成7年 13

製剤キ ヨ ー フ ィ リ ーJ ･エ 

h@(ジプロフイリン注)

8月杏林製薬株式

会社東京都千代田区神田駿河台2 

謹啓 平素は格別の御引立てを賜わり厚く御礼申し上げま -5

さて､この度弊社の 葺 ヨ ー フ ィリ ー エ h @ について､｢す｡ 使用上の注意.を改J ･
しましたので､ご案内申し上げま 訂致

す｡なあ､改訂添付文書を封入した製品が､お手元に届くまでには若〒時間のずれが生ずるこ

あると存じますガ､何卒ご了承下さいますようお願い申し上げます｡ 敬とが

* 改訂 白 

4 内容 01 ときに : .% 5 副詞なし : %以上又は頻度不.副作用(まれに : .%未満､ 01～ %未満､ 5

(1)重大な副作用 (類薬の場 明) 

1ショック : j 合) jン注野剤)でまれにショックがあらわれるこtが報) 琴琴 ( Dモノフイl

れてい 等さ

,) る｡ テオフィリン)で亭れに短竪琴噂話妄t声陸軍の意識障霊2撞撃､意識障害 :規重 く

らわれることが報告されてい が垂

臥_壁婦への る｡

碍薬 ( 投与 _ 1mてり垂里でL妊テオフイJJ⊇ ) の動遡墓室｣マウス)で催奇形性が認め5

は妊娠している可箪性のある婦人には､治療上の有益性が危険性を上回ると判断さ婦署

場合にのみ投与する= 匹垂95-
7.小児への _L 

投与副作用ガあらわれやすいので慎重に準与すきこ

8.適用上の と｡ 

() 注意 本型窒塁運旦墾眼内注射すると､上記の副作用のほか､顔面潮紅､熱圏1授与速度 :

整脈､萎むi =ショック等ガあらわれ重言とガあるので､ _旦⊇i<り注射するこ ､不

:と自主改訂

*また上記改訂にあわせて ｢使用上の注意｣の項をよりわかりやすいものに改善するために箇所

載全般の見直しを行いました｡ 〔製薬協発第1445号 (平成 6年11日2 1日付 ､記

★裏面に改訂後の ｢使用上の注意｣全文が記載されていますので､併せてご参照下さ )〕



★改訂後の ｢使用上の注意｣は以下の通りです｡ 

1.禁忌 (次の悪者には授与しないこと)

本剤又は他のキサンチン系薬剤に対し重篤な副作用

の既往歴のある

2.慎重投与 (次の患悪者者には慎重に投与する

(1)急性心筋梗塞､重篤な心筋障害のあ こと)
 

[ る患者
心筋刺激作用を青するため､症状を悪化させ

れがあ るおそ

(2)てんかんるO ]
 

[ の患者
中枢刺激作用によって発作を起こすおそれかあ

(3)甲状腺機能元進症 る｡ ] 

[ の患者甲状腺機能元進に伴う代謝六道､カテコール

の作吊を増強するおそれがあ アミン

(4)急性胃炎 る｡ ]
 

[ の患者
腎臓に対する負荷を高め､尿蛋白が増加する

かあ おそれ

(5)高齢者 る｡ ](｢高齢者への投与｣の項

(6 参照)
 

)[小児
本剤の副作用があらわれやす

3.相 い｡ ] 

互作用併用に注意す


ること テオフィリン､アミノ
他のキサンチン系薬剤 (

ン､コリンテオフィリン､カフェイン等) フィリ､中枢神経

[興奮薬過度の中枢神経刺激作用があらわれることガあ

4.副作界 (まれに : 0.1%未満､ときに : 0.1%～る｡ ] 

満､副詞なし :5%以上又は頻度 5%未

く1)重大な副作用 (輯薬の 不明)

1)ショック :類薬 (アミノフィリン注射剤)でま印 S 場合) 

ヨツワがあき生れることが報告れて _1さ -

2)塵取 一考串障宣 :類薬 (テオフィリンLE垂れにい重 し 

又は諸妄､昏睡等の意識障害があらわれるこ 垣E !

告されて とが報

(2)その他のいる｡ 

1)精神神経系副 :作用 ときに頭痛､不眠等があらわれ

が ること

2)循環器ある :｡ ときに心惇元進等ガあらわれることが

3)消化器 :ときに悪心 ･幅吐､食欲不振､腹痛､ ある｡ 

があらわれることが 下痢等

5.高齢者へ ある｡ 

本剤は､の投与 高齢者主として腎臓から排池されるが､

機能が低下していることが多いため､高い血では腎

中濃度が持続するおそれがあるので､慎重に授与することo 

頬薬 (テオフィリン)の動物実験 (の投与 マウス)で

性孝認められているので､妊婦又は妊娠して嘩塁塑

能性のある婦人には､沿寮上の再塾性が危険いる可

国ると判断される場合にのみ投与する 性を上

7.小児へ こと｡ 

の投与副作男憂あらわれやすいので嘩重に投与する

8.適用上 こと｡ 

(_ の注意 剤を急速に静脈内注射すると､1)投与速星j

上記の副作岡のほか､顔面潮紅､熱感､不整脈､まれに 

ツワ等理垂らわれることガあるので､ゆっく i'ヨ

する り注型

(2)筋肉内注射時こと｡ :筋肉内注射にあたっては､組織

などへの影響を避けるため､下記の点に配慮する･神経

1)神経走行部位を避けるよう注意する こと0 

2繰り返し注射する場合には､ こと｡) 注射部位をかえ､

左右交互に注射するなど行う 例えば

なお､乳 ･幼 ･小児には運用しないことが望まこと｡

3)注射針を刺入したとき､激痛を訴えたり､血液 しい. 

をみた場合は､直ちに針を抜き､部位をかえての逆流

る 注射す

(3)アンプルカット時 :こと｡ 本品はワンポイントアン

使用しているガ､アンプルの首都をエタノープルを

で清拭し､カットすること｡ ル綿等

6.妊婦へ


